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㸯㹅㸮㸯 

「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」のಠ▔・構造化の 

ලయ化に向けた᳨ウ 
 

ᒸᮧ㯞子㸪ᕫᩫ⿱一㸪㛗㔝⿱子ۑ 1㸪ᑠ山田ோ 2 㸦科学ᢏ⾡⯆機構） 

 

 ࡵࡌࡣ 1

「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」は、科学的方法論の㛤発に⤊ࢃらず、そのᡂ果が科学ᢏ⾡イノ࣋

ーࣙࢩンᨻ策のᙧᡂや社会のᐇ㊶の場で活用されていくことが目指されているが、そのためには、どのよう

なྲྀ⤌がᚲ要であろうか 3。 
まず、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるᨻ策課題を的確にᤊえ、これに資する研究を㐍めることが

可Ḟであるが、そのための基┙として、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の課題をಠ▔的・構造的など㔝でᤊえ

ながら、同時に関連する研究㡿域をಠ▔していくことがᚲ要となる。ḟに、このようなಠ▔的・構造的など

㔝のもとで集⣙された研究ᡂ果を、ᨻ策ᙧᡂཬࡧᐇ㊶で活用されやすい知識య系として構造化し、✚して

いくᚲ要がある。さらには、このようにᙧᡂされた知識య系が、ᨻ策ᙧᡂや社会のᐇ㊶において、どのよう

な場㠃で、どのように活用されていくきかなど、プロセスに関する᳨ウを行っていくこともᚲ要である。

本✏でྲྀり上ࡆる「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学の構造化」とは、これら一連のྲྀ⤌を対象とする。 
科学ᢏ⾡⯆機構研究㛤発ᡓ␎センター㸦JST-CRDS）では、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」に関

連するᾏ外動向の調査や、その構築に向けたᥦゝ活動を行なってきたが、その中で、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩ

ンᨻ策の科学」の構造化に関する᳨ウも行なってきた 4。本✏では、これに関するᴫ念的ᩚ理をヨࡳたうえで、

これらᴫ念をᐇ㊶においてලయ化していくための一つの手ẁとなりうるᨻ策࢜プࣙࢩンに関してヨ行的な᳨

ウを行なう 5。 

 

 ⌮ᴫᛕⓗᩚࡿࡍ㛵ಠ▔࣭ᵓ㐀ࡢᏛࠖ⛉ࡢ⟇ᨻࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ⾡Ꮫᢏ⛉ࠕ 2

まず、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」の構造化とは、௨ୗについて明らかにすることを目的とする。 
 

・科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策のᙧᡂに資するためには、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」では、ఱ

を研究することがᚲ要か 
・科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策のᨻ策で活用するために、ಶ々に得られる研究ᡂ果をどのように集⣙し、

⤫合することがᚲ要か 
・研究ᡂ果が科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策のᨻ策ᙧᡂで活用されるためには、どのようなプロセス・仕⤌

 がᚲ要かࡳ

 
ḟに、これまでの᳨ウを上グの目的ࡈとにᩚ理する。 
 

                                                   
1 文部科学┬文部科学┬科学ᢏ⾡・学⾡ᨻ策ᒁᅜ㝿交流ᐁ 
2 ᨻ策研究大学㝔大学 
3 「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」について、さらにのᅜ内外の動向については、[1]にまとめている。 
4 科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤཬࡧᨻ策研究大学㝔大学とのඹദにより「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」構造化研究会を㛤ദ[2]。 
5 文部科学┬では、ᖹᡂ 23 年ᗘより「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策における「ᨻ策のための科学」᥎㐍事業」を㛤始しているが、現ᅾ、

SciREX ᨻ策ᙧᡂᐇ㊶プログラ࣒㸦௬⛠）として、ලయ的なᨻ策課題をタ定し、ᨻ策課題に༶した一㈏性のある㑅ᢥ可能なᨻ策࢜プࢩ

ࣙン❧స業のᐇ㊶に関してのᖹᡂ 25 年ᗘᴫ⟬要ồを行なっている。 
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㸦㸯㸧⛉Ꮫᢏ⾡ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᨻ⟇ࡢᙧᡂ㈨ࠕࠊࡣࡵࡓࡿࡍ⛉Ꮫᢏ⾡ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᨻ⟇ࡢ⛉Ꮫ࡛ࠖࠊࡣ

ఱࡀࡇࡿࡍ✲◊ࢆᚲせ 

まず、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策においてどのようなᨻ策課題があるのか、ಠ▔をヨࡳたのがḟのᅗで

ある。ここでは、➨ 3 ᮇཬࡧ➨ 4 ᮇ科学ᢏ⾡基本計画を参↷し、現行における科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策

の課題を、ᨻ策目的、ᨻ策手ẁ、ᨻ策の対象、そしてᨻ策ᙧᡂ過⛬というഃ㠃からᩚ理を行なっている。 

 
 

本来、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるᨻ策課題とは、ᅜとして目指すき方向性に関するࣅジࣙン

と、現状の観察に᰿ざして抽出された社会的課題のギャップに対して、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策がఱを

なしうるか㸦ᨻ策としてどこにධすきか）を考察して抽出されるきものである。ᚋ、ࣅジࣙンの構

築と、社会的課題の抽出を行ない、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるᨻ策課題を明らかにしていくᚲ要

がある。 
続いて、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」に関連する研究㡿域のಠ▔として、様々な学ၥ㡿域が連ᦠ

するイ࣓ージを描いたものがḟのᅗである。 

 

社会的課題の対ᛂに向けて、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンのᮇᚅにᛂえるためには、科学ᢏ⾡㡿域の現ᅾ

のỈ‽を的確にᢕᥱし、その㡿域のᑗ来の₯ᅾ的可能性をண見することがᚲ要であり、自然科学のྛ学ၥ㡿



― 94―

域のᑓ門的知識を持つことが、一方で可Ḟである。他方、現ᐇの⤒῭・社会の構造を⤫合的、ᶓ᩿的に理

ゎし、また、ே間の⤒῭・社会とのかかࢃりを」合的に理ゎするためには、それらを研究対象とするே文社

会科学の知見もまた可Ḟである。 
ḟに、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」で研究対象とする㡿域をಠ▔するイ࣓ージᅗとして、ୗᅗに

♧す通り、イノ࣋ーࣙࢩン・プロセスを念㢌にᩚ理したものと、ࢩステ࣒を構ᡂする要⣲によりᩚ理したも

のをసᡂした。 
ᅗ㸸「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」ಠ▔ᅗイ࣓ージ 

㹼イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒のプロセスによるᩚ理㹼 

 

㹼イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒の要⣲によるᩚ理㹼 

 

上グのように、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」が対象とする㡿域をᩚ理した上で、研究においてど

のような研究課題にྲྀり⤌ࡴきか、”Science Question”をリストアップしたものがḟのᅗである。 

⛉Ꮫᢏ⾡イ䝜ベーション（ S T I ）システ䝮

ᨻ⟇ᙧ成プ䝻セス

社会

S T I システ䝮の䝎イ䝘
ミクス

セス

S T I ᨻ⟇の
社会⤒῭的ᙳ㡪

S T I ᨻ⟇ᙧ成プ䝻セス
ཬび社会との㛵ಀ

お䛣䛩ためにᚲせなᨻᗓの役割はఱか䠛
䛹のようなプ䝻セスで起䛣るか䠛

の主యは䛰れか䠛
・ S T I にᚲせなせ⣲（資金、人ᮦ、インフラ、
マネジメント等）はఱか䠛
・ S T のᬑཬ・ཷᐜのプ䝻セスは䛹のような
ものか䠛
・ S T I を㜼ᐖ䛩るものはఱか䠛
・社会イ䝜ベーションとの┦㛵ಀは䠛
等

おおおおおおおおお
䛹

の主యは䛰れか䠛
・ S T I にᚲせなせ⣲（資金、人ᮦ、インフラ、

・ S T I ᨻ⟇の効果は、䛹のように評価できるか䠛
・ఱが䜰䜴ト䜹䝮か䠛
・⤒῭的評価、社会的評価の᪉ἲは䠛

・ S T I ᨻ⟇の手ẁ間で効果の㐪いはఱか䠛

・ S T I ᨻ⟇の┠的はఱか䠛
・ S T I ᨻ⟇がᑐᛂ䛩べき社会的ㄢ題はఱか䠛䛹のようにᢳ出で
きるか䠛
・ᡓ␎的な S T I ᨻ⟇ᙧ成とは、䛹のようなプ䝻セスを⤒ればよい
のか䠛ㄡが䛹のように㛵䛩れば良いのか䠛
・ S T I ᨻ⟇ᙧ成において社会との合ពᙧ成はできるのか䠛
・のᨻ⟇分㔝との┦㛵ಀは䠛

&RS\ULJKW �&����� -67 $OO 5LJKWV 5HVHUYHG�

 
㸦２㸧◊✲ᡂᯝࡢ㞟⣙࣭⤫ྜ 

ಠ▔的・構造的など㔝のもとで集⣙された研究ᡂ果を、ᨻ策ᙧᡂཬࡧᐇ㊶で活用されやすい知識య系とし

て構造化していくためには、ಶ別に行ࢃれた」ᩘの研究ᡂ果を、一定の基‽のもと評価した上で⤫合する࣓

タ分析を行い、⥲合的な評価をしていくことが重要となる。この㝿、ᨻ策課題との関連けが㠀ᖖに重要と
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のか䠛ㄡが䛹のように㛵䛩れば良いのか䠛
・ S T I ᨻ⟇ᙧ成において社会との合ពᙧ成はできるのか䠛
・のᨻ⟇分㔝との┦㛵ಀは䠛
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㸦２㸧◊✲ᡂᯝࡢ㞟⣙࣭⤫ྜ 

ಠ▔的・構造的など㔝のもとで集⣙された研究ᡂ果を、ᨻ策ᙧᡂཬࡧᐇ㊶で活用されやすい知識య系とし

て構造化していくためには、ಶ別に行ࢃれた」ᩘの研究ᡂ果を、一定の基‽のもと評価した上で⤫合する࣓

タ分析を行い、⥲合的な評価をしていくことが重要となる。この㝿、ᨻ策課題との関連けが㠀ᖖに重要と

なるが、これを念㢌において研究ᡂ果の⤫合を行なっている事をୗグに⤂する。 
 

㸦参考）研究ᡂ果の集⣙・構造化の方法論㛤発の事㸸ロンドン大学エࣅデンスによるᨻ策とᐇ㊶のための情報連ᦠセ

ンター㸦EPPI） 

・特定のᨻ策課題に対ᛂする研究を集し、定㔞的ཬࡧ定性的な方法を用いた研究⤫合㸦Research Synthesis）を行う 

・研究⤫合の方法論の㛤発と、エࣅデンスがᨻ策ᙧᡂにおいていかに用されるか、プロセスに関しての研究も行う 

・研究⤫合の方法として、系⤫的レࣗࣅーを行う 

 系⤫的レࣗࣅーの手㡰㸸 

レࣗࣅー・チー࣒のᙧᡂ㸦ࣘーザーを関与させる） Ѝ  レࣗࣅー・クエスチࣙン、ᴫ念ࣇレー࣒ワーク、研究ྵ

᭷基‽の策定 Ѝ  研究のスクリーࢽング Ѝ  研究のグ㏙ Ѝ  研究の㉁㸦関連性・ጇᙜ性ྵࡴ）の評価 Ѝ 

知見⤫合 Ѝ 研究ᡂ果の発ಙ 

 
しかし一方では、ಶ別のලయ的事を集⣙し評価を事ᚋ的に行うだけでは、対象とするᨻ策の目ᶆや意ᅗ

に合⮴しないこともあり、その結果、ᨻ策ᙧᡂにおいて研究から得た知見を活用できるとは㝈らない。あら

かじめᨻ策の目ᶆやᨻ策ഃの意ᅗを明らかにしたうえで、研究ഃにఏえていくことが重要となる。 
また、研究するഃも、研究ᡂ果のᨻ策ᙧᡂにおける活用を念㢌において研究を᥎㐍していくᚲ要がある。

まず、研究ᡂ果が、ᨻ策ᙧᡂプロセスの、どの部分に、またㄡに対して、いつ、ᐤ与するのかが明確である

ᚲ要がある。さらに、費用対ຠ果やリࢯースの㠃で、現ᐇのᨻ策ᙧᡂの㐺用可能性があることを、研究に

おいて十分᳨ウするᚲ要がある。 
 

㸦３㸧◊✲ᡂᯝࡀ⛉Ꮫᢏ⾡ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᨻ⟇ࡢᨻ⟇ᙧᡂ࡛ά⏝࣭ࢫࢭࣟࣉࡢࡵࡓࡿࢀࡉ⤌ࡳ 

ᨻ策ᙧᡂプロセスで研究ᡂ果が活用される仕⤌ࡳを構築していくことが可Ḟである。現行のᨻ策評価ไ

ᗘのᨵၿもྵめ、研究ᡂ果を活用していく仕⤌ࡳをไᗘ化していくことが重要である。この㝿、ᨻ策ᙧᡂプ

ロセスの可ど化、構造化とともに、プロセスにಀる関与者のネットワーク化がᚲ要である。これらの基┙と

して、研究者、行ᨻ・ᨻ、社会におけるᖜᗈい関与者が、ಙ㢗関ಀのୗで、ྛ自が担うき㐺ษな役と

㈐௵を明確にすることもまた、重要である 6。 
 

 ウ᳨ࡢࣥࣙࢩࣉ࢜⟇ලయ㸸ᨻࡢᵓ㐀ࡢᏛࠖ⛉ࡢ⟇ᨻࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ⾡Ꮫᢏ⛉ࠕ 3

ᨻ策ᙧᡂの場㠃では、とり得る」ᩘのᨻ策㑅ᢥ⫥とそれぞれの⤒῭的・社会的影響が♧され、それらを基

にして、また様々な他の要因も考慮しながら、合意ᙧᡂや意ᛮỴ定が行ࢃれることが望ましい。そのため、

「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」のᡂ果をᨻ策ᐇにつなࡆる重要な手ẁの一つとして、研究ᡂ果を、

㑅ᢥ可能なᨻ策㑅ᢥ⫥と、その⤒῭的・社会的影響から構ᡂされるᨻ策࢜プࣙࢩンとしてまとめていくこと

がᚲ要であると考えられる。ここでは、ᨻ策࢜プࣙࢩンの定⩏け、ᨻ策࢜プࣙࢩンసᡂにおけるステップ、

さらに、ᨻ策࢜プࣙࢩンసᡂにあたっての᳨ウ課題についてᩚ理する。 
 
㸦ᨻ策࢜プࣙࢩンの定⩏） 

ᅜの目指すきጼとしてのᨻ策ࣅジࣙンが♧されたᚋ、それを㐩ᡂするためには、通ᖖ」ᩘのᨻ策課題が

生じる。このᨻ策課題は、目指すき方向性と、現状の観察㸦ཬࡧண ）に᰿ざして抽出された社会的課題

のギャップに対して、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策がఱをなしうるか㸦ᨻ策としてどこにධすきか）を

考察して抽出されるきものである。これらのᨻ策課題が明♧化されたᚋ、それを㐩ᡂするためのᨻ策目ᶆ

                                                   
6 ᨻ策ᙧᡂにおける科学とᨻ策の役ཬࡧ㈐௵に関しては[3]を参↷。 
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を明らかにするᚲ要がある。さらにそのᨻ策目ᶆを㐩ᡂするためには、通ᖖ、」ᩘのᨻ策手ẁが定され、

それらのᨻ策手ẁࡈとに、⤒῭的・社会的影響㸦負の影響をྵࡴ）が異なりうる。ここでᨻ策࢜プࣙࢩンと

は、明♧化されたᨻ策課題に対して、それを㐩ᡂするためのᨻ策目ᶆཬࡧᨻ策手ẁ、さらにそれらに対する

⤒῭的・社会的影響のண をేせて♧したものとしてᬻ定的に定⩏する 7。ᑦ、ᨻ策課題はᨻ策య系の中で、

あらゆるレ࣋ルでᏑᅾし、あるいは、その時々のࢽーࢬにᛂじてタ定されることが定される。 

 
㸦ᨻ策࢜プࣙࢩンసᡂのステップ） 
ᨻ策࢜プࣙࢩンసᡂのためには、ᨻ策課題のタ定、ᨻ策目ᶆ・ᨻ策手ẁの᳨ウ、⤒῭的・社会的影響のண

 、結果のᥦ♧のステップがᚲ要となることが定される。また、ᨻ策課題のタ定と結果のゎ㔘・ᥦ♧にお

いて特に、ステーク࣍ルࢲーとの㆟論が重要となろう。 

 
 

                                                   
7 2012 年 8 ᭶ 2 日に㛤ദされた➨ 2 ᅇ「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」構造化研究会においては、多くの᭷識者より、ᨻ策課題

のタ定の重要性、ᨻ策࢜プࣙࢩンの評価のᅔ㞴性、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるᅛ᭷性等、様々な論Ⅼが指された。ᨻ策࢜

プࣙࢩンのసᡂの方法はもとより、ᨻ策࢜プࣙࢩンの定⩏においても、ᚋさらなる᳨ウがᚲ要である。 
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7 2012 年 8 ᭶ 2 日に㛤ദされた➨ 2 ᅇ「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」構造化研究会においては、多くの᭷識者より、ᨻ策課題

のタ定の重要性、ᨻ策࢜プࣙࢩンの評価のᅔ㞴性、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるᅛ᭷性等、様々な論Ⅼが指された。ᨻ策࢜

プࣙࢩンのసᡂの方法はもとより、ᨻ策࢜プࣙࢩンの定⩏においても、ᚋさらなる᳨ウがᚲ要である。 

㸦ᨻ策࢜プࣙࢩンసᡂのయไ） 
ᨻ策࢜プࣙࢩンసᡂのయไ構築においても、᳨ウすき様々な課題がある。まず、対象とするᨻ策課題の

㐺ษなタ定のために、ㄡが、どのようにタ定するのか、が重要である。また、᳨ウプロセスཬࡧ研究ᡂ果の

中❧性・ᐈ観性の確保の仕⤌ࡳのタ計がᚲ要である。さらに、持続的な連ᦠ・参ຍをಁ㐍する仕⤌ࡳのタ計

もᚲ要とされる。 
 

 ࡚࠼ࡧ⤖ 4

「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」が、科学的方法論の㛤発に⤊ࢃらず、そのᡂ果が科学ᢏ⾡イノ࣋

ーࣙࢩンᨻ策のᙧᡂや社会のᐇ㊶の場で┿に活用されていくためには、構造化のᴫ念的㆟論にとどまらず、

ලయ的課題における᳨ウを㐍めていくこと、さらに、ᨻ策ᙧᡂのᐇ㊶の場での活用自యをᐇ験的に行ってい

くことが重要となろう。 
一方、多くの᭷識者が指するように、ᨻ策࢜プࣙࢩンのసᡂにあたっては、ᨻ策課題のタ定の重要性、

ᨻ策࢜プࣙࢩンの評価のᅔ㞴性、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるᅛ᭷性等、様々なᅔ㞴な課題があり、

それらをᩚ理した上で、ᚋさらに᳨ウを行っていくᚲ要がある。 
 
ㅰ㎡ 

 本᳨ウを㐍めるにあたっては、文部科学┬科学ᢏ⾡・学⾡ᨻ策ᒁᨻ策科学᥎㐍室ཬࡧ科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ

等の関ಀ機関、「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の科学」構造化研究会に参ຍいただいた、またಶ別の意見交

にࡈ༠ຊいただいた研究者の方々との意見交が多いに参考になっている。⣬ᖜの㒔合によりಶ々のおྡ๓

をᣲࡆることはできないが、ࡈ༠ຊに感ㅰ⏦し上ࡆる。 
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